





























































































































































































































































































1～4人 260 ・2．51 56gl ・2．・1 2．8 9．2
・一・人1 ・・81 23．・t 775 16．・【 26・8i 26．0
・一・人1 433 ・・．6i・，・35 8．3 2・・「 2．6
・一・ぺ 1891 22．6 ・，24・1 ・．・1 5・・1 5．6
1～4人 2，197 76．6 4，810 35．・i 7．・1 9，3
5～9人 4331 15．・12，・731「・・．・【 15，7 15．4
・一・刈 9621 72．1 1，85・1 ・…1 6．・1 6。5
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小　売　業 27．8 38．8 19．8 10．1
卸　売　業　4．0 34，1 27．0 15．9 16．72’
?
0．5
飲　食　業　． 19．9 32．4 a4．1 19．4
サービス業 3．5 30．6 37。1 14．2 12．02．6
1．5
製　造　業　65 25．1 36．2 14．4 16．3
建　築　業　6．3 30．5 30．2 1し6 19・32・1
1．1
製造小売業 26．4 48．3 10．3 13．8
そ　の　他　　9．3 24．0 36．0 16．0 10．7 4，0
















































全 体1 54．5 34．0 11．5
小売剰 57．0 t 33．5 9．5
飲　食　業 54．7 34．4 10．8
サービ・剰 46．7 41．7 11．6
製造剰 54．6 33．7 11．7
建　設業 47．1 40．5 12．4


















































































































本か?? 家い?? 雇人?? 雇人?? 雇上??














































































内　職 パート 副　業 その他
本人だけ 23．3 9．6 21．9 452 ????
本人と誰か 21．0 6。4 31。5 37．8 3．4　N・A
家maui@IZIIIIEI，li，　2Yo・A
雇1～5人 N・A
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　しかしながら，それにもかかわらず，婦人部活動の参加となると，「いつも参加している」ものは
全体の4分の1程度であり，「あまり参加していない」（52．3％），「一度も参加したことがない」（16．8
％）という状態である。「一度も参加していない」部員がとくに多いのは，ブロックでは福岡地区の
ような大都市部，年齢別では39才以下，業種別ではサービス業などである。こうした不参加部員の理
由をたずねてみると，「不参加理由」としては，「忙しくて手が離せない」ものが圧倒的に多く75．4
％を占めている。
　婦人部の活動で多くの会員から支持を受けているものは，何といっても「研修活動」で36．　6％　，つ
づいて「先進地の視察や他団体との交流」が11．3％で，この2つで半数近くを占めている。「奉仕活
動」　（3．3％）や「スポーツ・レクリェーション」　（2．2％）などは意外に不人気で，「婦人部活動を
代表する事業」のようにいわれてきたが，部員からの支持率はもっとも低い部類に属する。
　では，「これからの婦人部に必要と思われる事業」についての問いにたいしては，やはり「研修」
が38．3％で首位に立ち，2位は「視察・交流」で10．8％，3位は「行政との懇談」で8．5％という状況
であり，商工会の事業として力こぶを入れている割には，「消費者との懇談会」（2．9％），「街の美化
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　’・緑化」（7．9％），「慈善事業」（1．4％）などへの関心は薄い。
　「経営上の悩みの相談先は」との質問にたいする回答状況には注目すべきものが含まれている。こ
こでの第1位は「不明」が24．3％も占めており，第2位の「商工会」22．0％を上回っている。第3位
以下には，「友人・知人」（18，8％），「その他」（15．7％），「取引先」（9．8％），「税理士・コンサルタン
ト」（8．1％），「金融機関」（1．3％）となっている。とくに「不明」（24．3％）と「その他」（15・7％）
を合わせた4割の「相談先」が気にかかるところであろう。
　この点について，同『調査報告書』は，次のように述べている。「ここでの第1位に不明が24．3％
あり，次に商工会の22．0％とあるのが，これからの問題として取り上げてゆかねぽなりません。婦人
部員にとって，経営者も家族専従者の場合いずれでも，商工会はまだまだ身近なものにはなっていな
いようです。誰でもが，いつでも気軽に相談できるところとして商工会があるはずです。商工会の対
応策が期待されるところです」。さらに，商工会婦人部の課題として，「地域住民の期待にもこたえら
れる婦人部としてゆかなけれぽなりません」と強調している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　以上のような商工会婦人部の現状と問題点は，単に福岡県の商工会婦人部だけに限定された特殊な
ものではあるまい。全国各地にある商工会婦人部に共通するものであろうと推測される。
　全国商工会連合会会長・辻弥兵衛氏は，「住民のささえなしに地域密着型の零細企業に明るい未来
はないし，そして商工会の社会的な存在理由はそれだけ弱まることになろう。座して支持を受けよう
としてもそれはかなわないことであり，住民とともにあることを行動によって示してこそ，しかも住
民の期待にいくらかでも対応できれぽ，商工会の社会的地位は大きく昂揚することになる」と述べ，
商工会のもつ克服すべき弱点は，「商工会員あっての，そして地域あっての商工会であることを明記
して滴工会自体の鯉・麗の方式を変えてし’くよう工夫してほい’」と醐されてし1ゑ・
　（8）社会運動への主体的参加
　「高度成長」の結末は，インフレ，高物価をはじめ，食品公害，大気汚染，自動車公害などから受
ける破壊的影響によって，業者婦人の労働を質量ともに増加させた。とりわけ1973年の石油ショック
を契機として，人為的な「もの不足」，「売り惜しみ」などの大企業の横暴，インフレと不況が同時に
進行するという，かつてない日本経済の構造的危機が表面化するなかで，営業と生活を支える業者婦
人の受ける影響は，いっそう深刻であった。
　過酷な長時間労働に疲れきって，「自由な時間はできるだけ横になりたい」とつぶやく婦人。「睡眠
時間は毎日4～5時間で，リウマチになり痛い体を無理して働きつづけている」と訴える婦人。「営業
がおもわしくなく，朝，昼，夕方とパートの仕事をかえてやっと生活を支えている」という婦人。営
業不振と資金繰りの悪化に悩み，“サラ金地獄”に陥って倒産，一家心中を余儀なくされる婦人。…
など，業者婦人の生活と基本的権利を奪う重圧は，あらゆる側面から彼女たちの生存権そのものさえ
もおびやかす。
　こうしたギリギリの状態のなかから，「病気になっても安心して休める休業保障を」，「人並みの8
時間労働で生活出来る工賃を」，「自家労賃や出産休暇の保障を」という切実な願いが，すべての業者
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ婦人に共通する要求として高まってきた。とくに夫とともに事業を営んでいる業者婦人の場合は，妻
が外の職場で働いて収入を得る場合に比べて税法上不利な扱いを受けている。例えぽ白色申告の場合
は専従者控除は40万円を標準として定められ，妻の働き分はせいぜい40万円としかみなされず・青色
申告の場合でも専従老控除の給与額はきわめて低額に押えられている。このような現行税制の不合理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
な仕組みにたいして，業老婦人の不満や怒りは次第につのり，自家労賃要求への積極・果敢な運動が
全国各地にもり上がってきている。
　夫の将来や家業の将来，そして自分自身の老後にたいして，自分や家族の努力だけでは守りきれな
いという不安は，業者婦人をして，いや応なしに社会保障への関心を強めさせる。
　つまり，　“現代的貧困”の具体的なあらわれは，多くの業老婦人にとって，自分の家業と家庭生活
を守り，子どもの幸福を願い，これを実現させるためには，個々の家庭内におけるこまごました家事
労働の枠を乗り越えて，地域的運動に広範な人びとと共に参加せざるをえなくさせるのである。業老
婦人たちのこうした社会運動への主体的参加は，これまで，とかく保守的とみられてきた業者婦人自
身を“自己変革”させる契機になる。業者婦人が地域での社会運動，住民運動へ積極的に参加する機
会が多くなればなるほど，共通の問題で苦しむ他の階層の婦人たちとの話し合いや共同行動によっ
て，大きな励ましを受け，子どもの保育所づくりの要求，子どもの教育条件の改善要求，母性保護の
充実や年金制度の抜本的改善など，広範囲におよぶ社会保障への要求は，おのずから高まらざるをえ
ない必然性をもっている。
　　　　　　　　　　（6）
　そして，「団地の主婦が三人集まれば保育所づくりの話が始まるというのに，商店の主婦からこの
要求の声が上がったのを聞いたことがない。要求するひまに働いてもうけて，自分の家庭のことは自
分で解決，という閉鎖的な自力優先の考え方がr要求』という姿勢を拒むのであろう」とまで批評さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
れた業者婦人たちであった。だが，いまはちがう。
　彼女たちは，単に保育所増設運動だけにとどまらず，業者婦人独自の要求を実現させる運動や大企
業の横暴な商法を阻止する運動，平和と民主主義を守る運動など，幅の広い運動にも積極的に取り組
み，日本の民主的な婦人運動のなかでも無視出来ない大きな役割を担って前進しつつある。
　とくに国際婦人年であった1975年の1年間，当初，業者婦人の間では，「コクサイフジンネンてな
んやろ」と首を傾ける人も少なくなかったが，同年10月，東ベルリソで開催された国際婦人年世界会
議に日本の業者婦人の代表を派遣することが決まった段階では，代表派遣のための資金カンパを集め
る活動にも積極的に取り組むと同時に，差別をなくす平等要求をかかげて，政府や国会・地方自治体
に向けて，要求実現をかちとる運動にもすすんで参加するように変化していくのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
　このように業者婦人が明確な権利意識をもち，家庭の外ヘー歩足を踏み出し，社会運動にも主体的
に参加するようになった意識の変化過程の解明は，あらためて追究されるべき課題である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
（注）
（1）全国商工会連合会編『商工会一その現況と将来一』1976年11月，14ページ。
（2）　福岡県商工会連合会・福岡県商工会連合会婦人部『商工会婦人部員意識調査』1980年1．月，16ページ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－152一
　　　　　　　　　　　　　　商工自営業婦人の就労と生活の実態
（3）　福岡県商工会連合会ほか，前掲書，18ページ，および20ページ。
（4）辻弥兵衛・安部一成r日本の零細企業一地方の時代をどう生きるか一』1980年2月，150～151ページ。
（5）樋口幸子・坂本福子監修r働く婦人の権利とたたかい』1976年8月，259～260ページ。
（6）柴田悦子「婦人問題への視角と社会保障」坂寄俊雄・小倉裏二編，前掲書，23ページ。
（7）小川信子，前掲書，94ページ。
（8）植田晃子，前掲書，163ページ以下参照のこと。
（9）　拙稿「民商婦人部の果たす役割について」全国商工団体連合会婦人部協議会第6回定期総会特集r力と
　　心をひとつに』（No．7）1980年11月，12～15ページ。
お　わ　り　に
（1）本調査の限界点
　本稿の冒頭において述べたように，商工自営業にたずさわる婦人の就労および生活の実態について
の体系的な調査・研究は，意外とみるべきものが少ない。小・零細企業や都市自営業老層，家内労働
＝内職従事老にかんする実証的研究は，最近かなり注目すべき業績がつみかさねられてきているが，
零細企業や商工自営業における家族従業老の“大宗”ともいうべき業者婦人にスポットを当てた業績
は，きわめて少ない状態であった。
　本調査は，こうした意味において，この分野における空白部分を多少なりとも埋める役割を果たす
ことが出来たのではないかと自負している。
　ただ，本調査には，いくつかの限界があることはいうまでもない。
　第1に，調査の企画・立案から実施段階までの期問があまりにも短く，十分な時間をかけて，これ
までの調査・研究の成果に学び，調査に当たった共同研究者相互間の方法論上の討議のつみかさね
が，必ずしも十分に行なわれたとはいいがたい。とくに，調査票の作成過程で，もっと多くの業者婦
人と接触の機会をもち，多様な現象を可能な限り把握したうえで，調査票の設計に取り組むべきであ
ったQ
　第2に，広範な業者婦人が存在するなかで，調査対象がもっぱら商工会に加盟している婦人部会員
にしぼられたため，それ以外の業者婦人を対象から除外したことによって生ずる限界性である。した
がって，そのことから生ずる必然的な問題点の1つは，商工会に加盟する婦人部会員（1979年6月末
現在，166，175人）の所在地が地方都市の町村に片寄り，東京，横浜，名古屋，大阪，神戸などの巨
大都市に集中している都市型自営業が当初から除外されたことにより，実態把握のうえでも大きな限
界が生じたことである。本稿では，他の調査資料を援用し部分的な事項について補足したが，もとよ
り，こうした限界をカバーしきれるものではなかった。
　第3としては，第2に指摘したこととも関連するが，対象業種および調査票回収状況も含めて，小
売業の比重が全体の57．8％，6割近くも占める結果となり，製造業の比重が11．5％o，飲食業が5．2％，
サービス業が11．1％，卸売業が3．O％というような業種別偏差が大きく，自営業全体の業種別構成の
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現状と対比して，実態把握のうえで若千の問題を残すことになった。
　第4として，本調査の実施は主として調査票を中心として行なわれ，現地調査，フィールド・ワー
クが欠如したことである。業者婦人の多様な就労形態と家庭生活の実態を把握するためには，書面調
査に頼るだけでは不十分であることはいうまでもない。現地調査をつうじて出来るだけ多くの業者婦
人に面接し，実情把握を行なう時間的余裕がなかったことは，調査結果の分析において若干堀り下げ
が不足する感をまぬがれえなかった。
　最後に第5として，社会的分業の水平的なひろがりだけでなく，垂直的，重層的構造，言葉をかえ
ていえぽ，独占・大企業を頂点とするピラミッド型の重層的支配構造の最下限に位置づけられている
零細企業・商工自営業の実態を把握するための設問項目を欠落したため，今日，多くの商工自営業が
直面している経営上の隆路を的確に把握出来なかったことである。
　以上に記した本調査のいくつかの限界点は，主として本調査の集約結果に依拠している本稿の限界
性をも規定している。
（2）今後に残された課題
　すでに述べてきたように，今日，多くの零細企業・商工自営業が直面している困難な問題は山積み
されており，それによって規定される業者婦人の悩みや苦しみ，生活上の問題などは，このまま放置
しておくことが出来ないほど深刻な状態である。これらの諸問題は，個々の自営業主や家族の「自助
努力」のみでは到底解決することが困難なものが多く，いきおい，国および自治体の行政，施策の適
切な措置が望まれる。
　したがって，本調査が解明したいくつかの間題の前進的な解決を図るために，関係機関が早急に有
効・適切な措置を講ずるよう，強く要請するものである。
　最後に本稿の締めくくりとして，今後に残された若干の課題を列挙しておこう。
　①すでに述べたように，今回の調査に特徴的にみられた業種間格差の問題である。
　業種のちがいは，業者婦人の労働の非常に多くの側面にあらわれている。とりわけ，業種の特殊性
を的確に把握するための概念装置が見出せなかったために，本稿の分析も不十分なものに終らざるを
えなかった。そして，さらに業種というレベルを超えた労働の実態に深く迫りうる概念枠が検討され
る必要があるであろう。これは業者婦人というよりも，自営業の労働をとらえる全体的な枠組みの問
題である。
　このことは，先進工業国のなかでも稀にみる日本の産業構造の特質を解明するための，一つの有効
な分析手法を確立することにも貢献すると思われる。
　②業者婦人の労働意識とその自覚化の問題である。すでに明らかにしたように，業老婦人の半数以
上が毎日ほぼ一定時間働き，その平均も9時間を超えている。にもかかわらず，6割以上の業者婦人
は，自分の役割を夫である事業主と比べて副次的なものであると位置づけ，その要求もごく控えめな
ものである。
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　他方，労働時間の長い場合や規模の小さな経営では，明らかに婦人の権利意識の向上が認められ
る。この関係をさらに明確にするためには，業老婦人の労働実態そのものに，さらに踏み込んで・そ
れらのかかわりのもとで権利意識の成長過程をフォP一してみる必要があろう。
　そこには，自営業のおかれでいる全般的な状況一経営の不安定性と“貧困化”の反映もあるが・
業者婦人の労働に固有な問題もまた存在するのではなかろうか。その一つの原因に家事と営業の兼務
による労働のあいまいさという問題が介在するのではなかろうか。調査の結果をみる限り，家事，育
児が加わっても，婦人の就嵯状況が大きく変化するわけではなく，むしろ家事・育児は経営上の仕事
に新たに付加されるという感じが強い。このことが，両老をともに処理しているという意識にはすす
まず，ともに不十分だとする“負い目”に傾斜しているようにみえる。
　こうした業者婦人の家事労働と経営労働との兼務意識の問題を，一般の勤労婦人や主婦専業の婦人
とのかかわりにおいて明らかにLていくという課題があるように思われる。そのことをつうじて，業
者婦人の労働意識と権利意識のあり方がより鮮明になってくるであろう。
　⑧業者婦人の仕事と「やり甲斐」・「生き甲斐」の解明である。今回の調査でもその一端に触れて
みたが，業者婦人が自分の仕事をつうじて，どのような「やり甲斐」・「生き甲斐」を見出し，それ
にどのような意味づけを与えているのか，とくに商工自営業の社会的役割にたいする自覚，職業意識
の確立という視点からも追究すべき重要な課題であろう。
　④業者婦人における“発達要求の直流化”について注目すべきであろう。就業と家事に追われ，た
まの休日には休養や普段する余裕がなかったことへの穴うめ的なものに充当したいとする意識状況が
うかがえた。しかし，他方では，「もっと時間があれぽ……したい」という形で積極的に，自分自身
を向上させるための教養や趣味にも時間をさきたいという多様な文化要求，発達要求が吹き出し，こ
うした要求が一つの底流として存在することが予想される。
　こうした要求を「願い」のレベルにとどめることなく，ていねいに堀り起こし，可能なところから
実現させていくこと，そのような条件と可能性の解明もまた必要な作業ではなかろうか。また，そう
したなかで，家庭における夫との関係とか，地域における業者婦人の独自の活動のレベル・アップの
問題，さらにすすんで政治的，経済的，社会的，文化的な諸問題への問題意識の変化が，あらためて
追究されるべき課題として提起されるであろう。
　⑤以上の課題とも深くかかわる問題を，他の諸階層との比較という形だけではなく，業者婦人の生
涯に沿った，タテの流れにおいて研究するという課題があるように思われる。いわゆるライフ・サイ
クルという視点からの業者婦人の研究である。
　今回の調査でも，受け持つ仕事や報酬，「やり甲斐」の自覚や経営内における自分の位置づけなど
に一定の年齢的な傾向性があらわれていた。これを業者婦人のライフ・サイクルと各段階で出会う課
題という視点からとらえ直し，その発展過程を跡づけるという課題の究明がなされてよいと思う。
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Uber　die　Arbeits・und　Leben　sbedingungen　der　Selbstandige　in　Gewerben
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mutsumi　Wat鋤be
　　　Die　Frauen，　die　als　Selbsttindige　in　Gewerben　tatig　sind，　spielen　einerseits　eine　wichtige　Rolle　als
Arbeitskrafte　in　eigenen　Gewerben　und　sind　anderseits　als　Hausfrauen　f廿r　Hausarbeit　und　Kinder－
pn。g。　beschaftigt．　Aber　bi・h・ut・i・t　di・F・rsch・・gs－・nd　U・tersu・hung・a・b・it　ttber　di・Selbs伽“
dig。n・seh。　g。。i。g。nd　deren　V・・haltnisse　si・d・i・ht　imm・・k1・・g・wese・・Di・h・・tig・wi・tschaft”
1i。h。　Umg。bmg　um　di・S・lb・t益ndig・・auf　d・m　G・bi・t・・n　Manuf・kt…H・nd・1　und　Di・n・t1・istungs’
wirtschaft　ist　ziemlich　kompliziert．　Es　ist　deshalb　sehr　wichtig，　die　Ste11ung　u且d　Rolle　der
Selbstandigen　objektiv　zu　erfassen　und　ihre　sozialen　Probleme　aufzukltiren。
　　　Ullsere　Forschung　haben　wir　als　Probe　durchgefUhrt，　uln　sich　dieseロ　sozialen　Problelnen　zu
nahern．　Dieser　Artikel　soll　bezwecken　die　Verhtiltnisse　in　Arbeits－und　Lebensbedingungen　der
S，1b、ta。dig。。，　d。。e。　B，w。Bt・ei・，　d・・P・・bl・m　und　M・・km・1　ihrer　Tatigk・it・・i・d・n（tem・insch・f’
ten　aufzukltiren．
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